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 要  旨 
 
安全な交通の確保や運転者の支援のために、道路環境や交通規制の自動的な認識
に関する研究が行われている。しかし、実環境下で撮影した道路標識の形状や大
きさは、回転や拡大・縮小等のアフィン変換の影響を受けて変化する。さらに路
上の障害物等によって、輪郭が部分的に遮蔽される場合もある。また標識の見か
け上の色は、影や天候などの屋外照明の影響によって様々に変化する。本研究で
は特に円形道路標識の検出と種類の識別を目的とし、このような見かけ上の変化
に対して頑健な方法を提案する。 
 
 提案手法では、標識を検出する為の前処理として画像中における標識の色らし
い領域を推定して候補領域として抽出する。ここで照明環境の影響を低減させる
ために、標識の色に関する複数のポテンシャル関数を定義して領域の推定を行う。
円形道路標識の形状は標識を撮影する角度によって楕円に変形する。したがって、
候補領域内の楕円形状の周辺エッジを検出し、その点列に当てはまる楕円を推定
することによって画像中での標識の形状や大きさを特定できる。しかし候補領域
内には標識と類似した色の障害物が存在する。また標識がそれらの障害物によっ
て部分的に遮蔽されている場合は、輪郭内部にエッジが現れるために楕円を当て
はめることができない。そこで本研究では円形標識の幾何学的特徴に基づいた投
票手続きを用いて、楕円形状の周辺エッジのみを検出する。周辺エッジに当ては
めた楕円は、単純な線形変換によって単位円に正規化することができる。 
 
 検出した標識を正規化することで、標識の識別処理に要する計算コストを削減
できる。さらに正規化の際に生じる標識パターンの回転の不定性は、極座標変換
の導入によって取り除かれる。本研究では動径に対数をとる対数極座標変換を用
いる事によって、クラス間の分離性がより高くなる回転に不変な特徴量を定義し
た。さらにこの特徴量に対して判別分析を行い、低次元の特徴ベクタを抽出する。
識別精度を高めるためにカーネル識別器を利用し、カーネル関数のスムージング
パラメタはEMアルゴリズムによって最適化を行った。 
 
提案手法の有効性を確認するために、様々な照明環境の下で撮影した860枚の標識
画像に対して検出・識別実験を行った。これらの実験画像は、円形の標識465枚、
楕円に変形している標識341枚、部分的に遮蔽された標識54枚を含んでいる。その
結果、検出率が79％、検出した標識に対する識別率が90％という結果を得た。こ
れによって、本提案の有効性が確認できた。 
 
